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エ事が進む陸上競技場（国谷明城地内）

　　　　運動公園整備事業

スポーツと憩いの拠点に

　町は地域づくり推進事業として｢いきいき・工

フササイズとメルヘンのまちづくり｣をテーマに

運動公園(仮称)、おもちや博物館(仮称)の建設・

整備を推進しています。

現在、スポーツと憩いの拠点となる運動公園陸上

競技場の建設工事を８月完成に向け進めています。

＝　発行壬生町役場覇業ﾚ総務部企画財政課毎月15日発行　〒321-02栃木県下都賀郡壬生町通町12番22号�0282-82-1234　　‾
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貸付利率が大幅引き下げに

　景気低迷が続く中、不況に苦しむ中小企業の支援策として、

町及び県の中小企業向け融資制度が一一部改正され、融資利率

など大幅に引き下げられました。

　今回は、町及び県の制度融資について紹介します。

　制度融資は、町及び県の貸付原資を金融機関に預託し、そ

れに金融機関のプロパー資金を加えて融資するもので、金融

機関が窓口となっています。お問合せは、役場商工観光課へ。

壬生町制度融資

紬彩 ⑩継㈱
壬生町中小企

業経営改善資

金

資本の額又は出資

の総額が1,000万

円以下の会社並び

に常時使用する従

業員の数が50人以

下の金社及び個人

で、町内で１年以

上事業を営んでい

る商工業者

商品、原材料仕入、

買掛金の支払手形の

決済､販路開拓､販売

促進等に要する資金

３００万円 　３年以内

/原則として

２か月据置

）

(年j[星)４．０％(３．５％)

　※(　)は信用保証協会の保証

　付き金利

(叢灘方法)月賦償還

(斎鰯百舌)名以上

　　　　　(町内在住者)

⑩ココ罪)毎月15日

(回目纏綿⊃

　町内の銀行・信用金庫

※設備資金と運転資金の併用融

　資はできません

壬生町中小企

業設備等合理

化員金

店舗陳列ケース等営

業用施設の新増改築、

改装並びに生産、加

工、修理、検査等に

使用する機械設備及

び施設等設置に要す

る資金

６００万円 　6年以内

(回‰⊇)

栃木県制度融資

◇フロンティア企業振興資金

廉朧朧席順朧 贈賄| |兼兼 j顛廉胆洲晰

ニューフロン

ティア資金

新技術・新サービス

等の開発・企業化

中小・中堅企

業者等

３．８％

(３．４) 運転　2,000万円

設備　5,000万円

運転　３年

設備　フ年

　(各1年)

銀　　行

信用金庫

信用組合

商工中金産業支援サービス業

の企業化
中小企業者等

４．３％

(３．９)

企業立地資金
工場、研究施設等設

置のための設備資金

中小・中堅企

業者等（県外

企業含む）

４．９％

(４．５)
２　億　円

１０年

(1年)



|||口|口|1111111111　311111111111111111LIIIIIIII田口||||広報みぶ||日||lll目|Ⅲ|日|Ⅲ|目||||Ⅲ||||||||

　◇中小企業活性化資金

| | | | | | | I F I I I I I I I I I I I I I I I I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 j l l l l l l l l l l l r l l l J I I 1 1 1 1 1 1 1 1 F I I I I I l j l l 』 1 1 1 1 『 』 | | | | | | | l l l l l l l l i l l l l l

]和聯 穏ｏ 淋躾］癩麻末席雍 柵丿兼jl

画画才
中小企業人材不

足対策緊急資金

省力化役員のための

設備資金・運転員金
中小企業者等 ３．９％

運転　2,000万円

設備　5,000万円

運転３年

設備フ年

　(各1年)

県内に本店を有す

銀行､信用金庫､信

用組合。商工中金

大型店等進出対

策資金

大型店の進出に対応

する合理化・近代化

・事業転換等のため

の運転・設備資金

中小企業者等
４．４％

(４．０)

運転　1,500万円

設備　3,000万円

　団体　１億円

運転３年

設備フ年

(各1年)

銀行

信用金庫

信用組合

商工中金

中小企業

　　設備資金

機　　　　　　　械

中小企業者等

４．９％

(４．４)

5,000万円

　ア年

(1年)

同　　上

建　　　　　　　物 3,000万円

観　光　施　設
４．５％

(４．０)

企業　5,000万円

団体　　　１億円

環境保全対策
　４．１％

(３．６)
企業　5,000万円

地場産業

　　振興資金
運　転　舜　金

地場産業の

中小企業者等

４．５％

（４パ）

企業　1,000万円

団体　　　１億円

　３年

(６か月)
同　　上

◇中小企業経営安定資金

大願

中小企業基盤強化

頁　　　　　　金

売上減少、連鎖倒産

防止、新分野進出、

労働力確保等のため

の運転・設備資金

中小企業者等
４バ１％

（３．７）

運転　2,000万円

　力　　1,500万円

設備　5,000万円

運転　５年

設備　フ年

　(各1年)

銀　　行

信用金庫

信用組合

商工中金

中小企業運転資金 運　　転　頁　金 中小企業者等
　４．８％

(４．３)

-　－

　４．７％

(４．２)

企業　1,000万円 企業　２年 同　　上

団体　　　１億円 団体　１年 商工中金

中小企業季節員金
夏季・年末の運転員

金
中小企業者等

企業　　700万円

団体　7,000万円
５か月

県内に本店を有す

る上記の金融機関

小規模企業無担保

資　　　　　　金
運　転　頁　金 小規模企業者

４フ％

(４．３)
500万円 １　年

銀行､信用金庫､信

用組合、商工中金

◇地域改善対策(同和対策)資金

※貸出金利の（　）は、信用保証協会の保証付き金利
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第10回国民文化祭･とちぎ95

　平成７年10月27日～11月５日

',li㎜吏嘸一i

　国民体育犬合(国体)の文化版ともいわれる『第

10回国民文化祭(とちぎ95)』が栃木県で開催されま

す。

　第１回の東京都を皮切りに毎年、各県持ち回りで

実施されているもので、平成７年10月27ロから11月

５日までの10日間、県内12市・10町で文化関連事業

が繰り広げられます。

　主催事業(33事業)は、壬生町のおもちや博物館

(仮称)等を会場に開催される｢国際おもちやフェス

ティバル｣をはじめ､｢世界楽器フェスティバル｣(栃

木市)、｢那須与一一フェスティバル｣(大田原市)、｢打

と陶の祭典｣(大田原市、益子町)など、木県の郷士

色あふれる催しが行われる予定です。

－やさしさの森を世界にー

壬生町住宅建設資金

融資利率が下がりました

１．町内に引き続き１年以上居住可る20歳以上55歳

　未満の者。

２．自ら居住する住宅を新築しようとする者、又は

　住宅を新築するための生地を取得する者。

３．町税を滞納していない者。

４．すべての借入金の返済額が年収の25％以内。

５．住居専用部分の床面積が40�以上132�以下、

　併用ｲ主宅は住居専用部分の床面積が建物全体の床

　面積の２分の１以上。土地は３年以内に住宅を新

　築し居住する330�以下。

１

◇取扱金融機関

　ｏ町内の銀行･信用金庫

◇間合せ先

　ｏ役場商工観光課

融資限度額　300万円（ｲ主宅及び土地のいず

　　　　　　れか一方）

２．融資利率　4.35％

3.融資期間　13年以内

４．償還方法　元利均等月割償還

５．保　証　人　･1名以上　町在住者

６．原則として担保を提供
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わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
い
の
な
い
地

球
－
－
い
ま
、
こ
の
地
球
が
か
っ
て
な
い
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や

地
球
の
温
暖
化
、
熱
帯
林
の
減
少
、
砂
漠
化
な

ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
人
間
社

会
の
繁
栄
が
、
一
方
で
は
地
球
環
境
に
大
き
な

負
担
を
か
け
て
い
た
の
で
す
。
環
境
問
題
は
。

一
国
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
地
球
規
模
の
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
問
題
の
背
景
に
は
、
人
間
心
生
活
や
生
産
活

動
が
あ
る
と
い
う
こ
と
Ｉ
－
つ
ま
り
、
わ
た
し

た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
環
境
問
題
と
は
、

表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
い
ま
こ
そ
欧
界
レ
ベ
ル
で
、
ま
た
、
個
人
レ

ベ
ル
で
、
環
境
問
題
に
本
気
で
取
り
組
ま
な
く

て
は
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
生
活

の
中
で
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
か
、
み
ん

そ
し
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
　
　
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
球
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
の
工
夫
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６
月
１
日
～
７
［
ロ

″
安
心
で
す
水
道
の
水
う
ま
い
で
す
〃

　
今
や
水
道
は
、
健
康
で
文
化
的
な

日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施

設
と
し
て
、
社
会
的
、
経
済
的
な
諸

活
動
を
営
む
う
え
で
不
可
欠
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
県
道
宇
都
宮
・
栃
本
線

の
沿
線
を
中
心
に
、
３
か
所
の
配
水

場
（
井
戸
計
１
１
１
１
本
）
か
ら
地
下
水
を

く
み
上
げ
て
給
水
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
安
全
で
お
い
し
い
水
の
確
保
・

供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
普
及
率
（
現

食事と健康瀕）
砂
糖
の
と
り
す
ぎ
に

　
気
を
つ
け
よ
う
／
・

在
6
8
％
）
向
上
を
め
ざ
し
て
積
極
的

な
水
道
行
政
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
６
月
４
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
で
す

が
、
虫
歯
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
砂
糖

の
と
り
す
ぎ
で
す
。
こ
の
砂
糖
（
糖

分
）
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
も
、

ま
た
疲
労
回
復
に
も
重
要
な
働
き
を

し
て
い
ま
す
が
、
と
り
す
ぎ
る
と
脂

肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
て
肥
満
に
っ
な

が
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
蒸
し

暑
く
な
る
季
節
で
す
か
ら
、
つ
い
つ

い
ジ
ュ
ー
ス
類
な
ど
を
口
に
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
缶
ジ

ュ
ー
ス
ー
本
に
は
ど
の
く
ら
い
の
砂

糖
が
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

種
類
に
も
よ
り
ま
す
が
、
１
本
（
２

５
０
�
）
当
た
り
２
５
～
４
０
ｇ
も
入
っ

て
い
ま
す
。
食
事
以
外
に
間
食
と
し

て
摂
取
で
き
る
砂
糖
の
量
は
２
０
ｇ
程

度
で
す
か
ら
缶
ジ
ュ
ー
ス
ー
本
飲
ん

で
し
ま
う
と
、
す
で
に
１
目
の
許
容

量
を
越
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
白
い
砂
糖
と
し
て
形
が
見
え
な
い

だ
け
に
、
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
甘
い

菓
子
類
に
は
、
特
に
注
意
し
た
い
も

の
で
す
。
そ
し
て
、
虫
歯
や
成
人
病

の
原
因
と
な
る
肥
満
を
予
防
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
料
理
人
泣
か
せ
の
野

　
　
　
こ
　
菜
と
い
え
ば
玉
ネ
ギ
。

　
　
　
乙
　
刻
む
と
、
悲
し
く
も
な

　
　
　
バ
　
い
の
に
涙
が
ポ
ロ
ポ
ロ

　
　
　
ら
　
と
で
て
き
ま
見
涙
の

　
　
　
。
・
　
原
因
は
、
玉
ネ
ギ
の
細

1 4 4

服
に
念
ま
れ
て
い
る
ス

　
　
　
　
ル
フ
エ
ン
酸
白
丁
オ

キ
サ
イ
ド
な
ど
の
硫
化
物
。
　
一
万

玉
ネ
ギ
を
切
る
と
き
に
こ
れ
　
゛

ら
の
硫
化
物
が
空
気
中
に
飛
言

び
敵
り
、
目
の
粘
膜
を
刺
激
匪

す
る
こ
と
か
ら
起
こ
り
ま
す
。

皿

　
涙
が
出
る
の
を
防
ぐ
に
は
、

四

玉
ネ
ギ
を
水
の
な
♀
む
き
、
皿
づ

沓
詣
あ
る
う
ち
に
手
早
く
鴎
言
、

切
る
の
が
効
果
的
で
す
て
」
刎
鸚
・

れ
咤
硫
化
物
が
水
に
溶
け
皿
｛
匹

や
す
い
と
い
う
性
質
を
利
用
腫
｝

し
た
も
の
で
す
・
ま
見
破
⑩

化
物
が
空
気
中
に
飛
び
敵
り
、
》

目
の
粘
膜
を
刺
激
す
る
の
で
。

コ
ツ
は
、
根
元
を
残
す
こ
と
。
根
元

を
切
り
取
っ
て
し
ま
う
と
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
、
う
ま
く
み
じ
ん
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
根
元
を
残
し
て
縦
半
分

の
一
万
割
り
に
し
て
横
に
寝
か
せ
ま

す
。
縦
に
細
か
く
切
れ
目
を
入
れ
、

次
に
左
右
か
ら
し
っ
か
り
押
さ
え
な

が
ら
ま
な
板
と
平
行
に
、
横
に
包
丁

　
　
　
を
入
れ
、
端
か
ら
細
か
く
刻

縦の細かい切れ目かコツ

み
ま
す
。
手
順
は
面
倒
そ
う

で
す
ダ
筒
単
に
き
れ
い
な

み
じ
ん
切
り
が
で
き
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
玉
ネ
ギ
を
オ

ニ
オ
ン
サ
ラ
ダ
な
ど
で
ス
ラ

イ
ス
し
て
使
う
と
き
は
、
縦

で
な
く
横
割
り
に
し
た
下
半

分
を
使
う
と
お
い
し
く
で
き

る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
上
半
分
も
下
半
分
も
同
じ

だ
と
思
わ
れ
ま
す
ダ
玉
ネ

ギ
は
下
の
部
分
ほ
ど
繊
維
が

細
か
く
て
柔
ら
か
く
、
ま
た

す
か
ら
、
換
気
を
よ
く
す
る
の
も
涙
　
　
色
も
白
い
の
で
、
お
い
し
く
、
見
た

が
出
る
の
を
防
ぐ
一
つ
の
方
法
で
す
。
　
　
目
も
き
れ
い
に
で
き
ま
す
。
残
っ
た

　
し
か
し
、
ど
の
万
法
も
絶
対
的
な
　
　
上
半
分
は
、
み
じ
ん
に
刻
ん
で
使
う

効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
切
れ
る

包
丁
で
手
際
よ
く
切
る
よ
う
に
心
が

け
た
ほ
う
が
よ
い
よ
う
で
す
。
切
れ

な
い
包
丁
で
切
る
と
、
玉
ネ
ギ
の
細

胞
を
押
し
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
、
そ
れ

だ
け
硫
化
物
を
飛
び
散
ら
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
玉
ネ
ギ
の
上
手
な
み
じ
ん
切
り
の

　
　
　
　
　
　
）

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
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訓
練
の
成
果
を
発
揮

町
消
防
団
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　
町
消
防
団
（
梁
島
安
男
団
長
２
０

３
名
）
の
娘
１
２
回
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
４
月
1
8
目
、
町
総
合
運
動
場
で
開

か
れ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
郎
（
７
郎
）

及
び
小
型
ポ
ン
プ
の
郎
（
８
郎
）
の

計
1
5
郎
が
参
加
し
、
ポ
ン
プ
操
法
の

技
術
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
全
は
、
４
月
に
新
団
員
４
７

名
を
迎
え
て
、
団
員
の
士
気
高
揚
と

消
防
技
術
の
向
上
を
図
り
、
有
事
の

際
に
は
１
５
の
郎
と
常
備
消
防
（
石
橋

地
区
消
防
組
合
）
が
一
体
と
な
っ
て
、

最
善
の
消
火
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実

キビキビと操法をくり広げる団員

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
員
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
２
週
間
前
か
ら
毎
日
、
夜
７
時
　
　
準
優
勝

か
ら
９
時
ま
で
町
総
合
運
動
場
に
集

合
し
、
訓
練
を
十
分
に
重
ね
て
き
ま
　
　
３
　
位

し
た
。
ま
た
、
大
会
の
審
査
を
務
め

４
部
（
助
谷
、
助
谷
原
）
が
優
勝
し

ま
し
た
。

◆
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
３
分
団
第
１
部
（
北
小

　
　
　
　
林
、
安
塚
地
区
、
お
も
ち

　
　
　
　
や
の
ま
ち
地
区
）

緑
化
運
動
の
苗
木
を
配
布

　
県
の
春
季
緑
化
運
動
（
４
月
１
口

～
５
月
3
1
口
）
の
一
環
と
し
て
、
家

庭
緑
化
用
苗
木
無
償
配
布
令
が
４
月

２
３
日
、
城
址
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
分
団
第
１
部
（
稲
葉

下
馬
木
、
卜
町
、
下
町
）

第
１
分
団
第
４
部
（
藤
井

中
・
南
部
地
区
）

た
常
備
消
防
♀
生
分
署
・
安
塚
分
　
　
◆
小
型
ポ
ン
プ
の
部

遺
所
の
消
防
士
）
　
の
み
な
さ
ん
に
は
、
　
優
　
勝
　
第
３
分
団
第
４
部
（
助
谷
、

毎
夜
、
訓
練
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
　
　
　
　
　
　
助
谷
原
）

き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
第
２
分
団
第
２
部
（
本
郷
。

　
競
技
の
結
果
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
　
　
　
　
　
　
松
原
）

部
で
は
第
３
分
団
第
１
部
（
北
小
林
、
　
３
　
位
　
第
２
分
団
第
４
部
（
鰹
沼
、

安
塚
地
区
等
）
が
２
連
覇
を
果
た
し
、
　
　
　
　
　
東
原
、
福
和
田
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部
は
、
第
３
分
団
第

小
田
垣
置
郎
氏
ヾ
一
丁
政
目
炎
委
員
こ

橋
　
詰
　
　
通
氏
力
”
4
1
一
　
本
・
一
一
一
一
　
　
　
　
　
Ｃ

　
日
ご
ろ
か
ら
皆
さ
ん
の
身
近
な
場

所
で
、
行
政
上
の
困
り
ご
と
の
相
談

相
手
と
な
る
「
行
政
相
談
委
員
」
に

小
田
垣
英
一
郎
氏
と
橋
詰
　
通
氏
の

２
人
が
、
平
成
５
年
４
月
１
日
付
で

総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
民
間
の
有
識

者
の
中
か
ら
委
嘱
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
広
く
行
政
（
役
所
）
に
対
す

る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
嵯

き
し
て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
意
見
・
要
望
を
も
と
に
行

政
運
営
の
改
善
を
進
め
る
こ
と
を
仕

事
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
町
で
は
、
行
政
相
談
を
定
例
的

に
開
い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
い
る

ほ
か
、
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
ミ
ス
グ
リ
ー
ン
ガ
菓
を
配
布

　
行
政
相
談
委
員

○
小
田
垣
英
一
郎
氏

　
　
壬
生
町
中
央
町
１
１
番
２
４
号

　
　
　
　
　
　
（
四
郎
０
０
１
り
り
）

○
橋
　
詰
　
　
通
氏

　
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
番
３
８
号

　
　
　
　
　
　
（
四
郎
Ｏ
Ｎ
Ｌ
ｎ
Ｑ
）

　
今
年
は
６
５
０
本
の
セ
イ
ョ
ウ
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
が
用
意
さ
れ
、
と
ち
ぎ
ミ

ス
グ
リ
ー
ン
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
苗

木
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

県
１
位
町
長
表
彰

　
平
成
４
年
度
県
１
位
成
績
者
の
町

長
表
彰
の
記
事
を
４
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
が
、
壬
生
来
小
学
校
生
徒
の

名
簿
が
落
ち
て
い
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
掲
載
し
ま
す
。

［
’
言
津
萍
収
］

■
第
3
8
回
栃
木
県
青
少
年
読

　
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
優

　
秀
賞
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
入
　
選

　
　
　
　
　
　
５
年
　
柳
田
　
江
美

■
第
４
６
回
栃
木
県
理
科
研
究

　
展
覧
全
景
優
秀
賞

百
雷
」
神
水
宣
明
、
態
倉
友
則
、

　
　
　
　
尾
川
好
美
、
小
森
菜
淳
子

　
訂
　
正

　
４
月
号
1
2
ペ
ー
ジ
の
青
春
ス
ケ
ッ

チ
⑩
中
、
氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
（
庄
）
谷
中
田
　
早
紀
子
さ
ん



い広丿場

　
「
今
で
も
農
業
と
庭
師
を
や
っ
て

い
る
」
と
い
う
千
代
二
さ
ん
で
す
が
、

「
年
が
年
だ
か
ら
」
と
田
ん
ぼ
は
人

に
貸
し
、
残
り
４
畝
（
４
ア
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
畑
で
、
モ
ト
さ
ん
と
家
で
食
べ
る

だ
け
の
野
菜
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

庭
師
の
仕
事
は
手
伝
い
程
度
で
、
そ

の
ほ
か
、
頼
ま
れ
た
も
の
を
し
て
い

あ達者
ｶｯﾌjl
ﾝﾌﾞｻ]ﾌ

(⑩今井

　之　千代二さん(79)野津モ　トさん(78)夫妻

藤井小学校５年

　山川　真一

一!g
同　春

　ス
　ケ
　ッ
　チ

　⑩

　相手の立場にたって

六美町南部　川中子年栄さん

　濁協医大附属病院整影外科研究室の秘書として

活躍する愛称゛ナゴちゃん､、こと年栄さん。

　　「おっとりした性格ですね」と自己分析、「相

手の立場にたって」を信条にしていますという彼

女。趣味は､編物に料理､そしてリフレッシュにカ

ラオケに行ったりしていますという明るくさわや

かなお嬢さんです。

｢笛を吹いている私｣

藤井小学校５年

　　海老沼麻樹

肌
◎
⑩
圧
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ふれあ
　第7回栃木県珠算競技大会

大粟絵美さん(下町)が市町村長賞

る
そ
う
で
す
。

　
お
二
人
の
趣
味
は
、
千
代
二
さ
ん

が
さ
つ
き
で
、
モ
ト
さ
ん
が
花
づ
く

り
で
す
。
野
津
さ
ん
の
前
庭
に
は
、

千
代
二
さ
ん
丹
精
の
さ
つ
き
が
ぎ
っ

し
り
典
べ
ら
れ
、
そ
の
横
で
は
モ
ト

さ
ん
手
作
り
の
草
花
が
き
れ
い
に
咲

い
て
い
ま
し
た
。

　
結
婚
し
て
５
０
年
以
上
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
な
れ
そ
め
は
日
光
の
古
河

電
工
で
い
っ
し
ょ
に
勤
め
て
い
て
そ

こ
で
知
り
合
い
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
1
8
年
に
千
代
二
さ

ん
は
召
集
を
受
け
、
海
軍
兵
と
し
て

小
笠
原
諸
島
の
母
島
に
赴
き
、
終
戦

　
社
団
法
人
全
国
珠
算
学
校
連
盟
栃

木
県
支
部
主
催
の
第
７
回
栃
木
県
珠

算
競
技
大
全
が
３
月
２
０
日
、
Ｊ
ン
セ

ー
レ
（
栃
木
県
青
年
全
館
）
、
栃
木
県

教
育
会
館
で
開
か
れ
、
大
粟
絵
美
さ

ん
（
稲
葉
小
６
年
・
大
塚
学
院
）
が

市
長
村
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
県
内
の
小
・
中
・
高
・

一
般
の
人
た
ち
が
参
加
し
、
団
体
、

個
人
総
合
、
種
目
別
に
分
か
れ
て
競

技
が
行
わ
れ
、
市
町
村
長
賞
は
小
学

６
年
生
の
参
加
者
の
中
で
最
優
秀
選

手
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

の
年
の
１
２
月
に
復
員
し
ま
し
た
。
そ

の
間
、
モ
ト
さ
ん
は
壬
生
に
来
て
今

は
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら

農
業
を
教
わ
り
ま
し
た
が
、
何
も
で

き
な
い
で
大
変
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
福
島
県
の
月
舘
町
生
ま
れ
で
か
ん

ぴ
ょ
う
を
知
ら
な
か
っ
た
モ
ト
さ
ん

は
、
以
前
、
庭
に
干
し
た
か
ん
ぴ
ょ

う
を
包
帯
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
包
帯
を
嫁
ぎ
先
で
作
っ
て
い
た

の
に
は
び
っ
く
り
し
た
そ
う
で
す
。

　
モ
ト
さ
ん
は
食
べ
物
の
好
き
嫌
い

は
な
い
そ
う
で
す
が
、
千
代
二
さ
ん

は
豆
腐
が
好
き
で
、
豆
腐
で
晩
酌
を

す
る
の
が
日
課
と
話
し
て
い
ま
し
た
。報告に町長室を訪れた大栗絵美さん(左)

チビッ子アjl,パム

千
尋
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
長
女
）

　
（
父
）
山
　
輯
　
誠
　
司
さ
ん

　
　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
正

あ
佞
さ
ん
か
Ｓ
の
一
言

子
さ
ん

明
る
く
健
康
な
子
に
育
っ
て
ね
。

（
県
営
壬
生
住
宅
）

　
千
晴
ち
ゃ
ん
（
１
歳
・
長
女
）

　
　
　
（
父
）
須
　
釜
　
和
　
夫
さ
ん
＾
上
新
町
゛

　
　
　
（
母
）
　
　
″
　
　
は
る
み
さ
ん

あ
幕
‐
さ
ん
か
Ｓ
・
言

　
　
明
る
く
素
直
な
元
気
の
良
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
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雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

　
　
歩
け
歩
け
奉
仕
大
会

雨の降る中元気にスタート

　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
森
田

正
義
会
長
）
主
催
の
第
１
１
回
壬
生
町

社
会
福
祉
青
少
年
歩
け
歩
け
奉
仕
大

全
が
４
月
２
９
日
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ

い
広
場
を
発
着
点
に
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
目
は
、
朝
か
ら
小
雨
の

降
る
天
気
で
し
た
が
、
親
子
連
れ
や

子
ど
も
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
５
５
組
２
５

０
人
が
参
加
し
、
史
跡
の
残
る
稲
葉

の
里
コ
ー
ス
を
完
歩
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
名
前
の
通
り
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
と
社
会
奉
仕
が
合
体
、
参

加
し
て
歩
く
こ
と
が
そ
の
ま
ま
社
会

奉
仕
に
な
る
と
い
う
低
下
ク
な
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
す
。
参
加
者
は
ス

ポ
ン
サ
ー
名
の
入
っ
た
ワ
ッ
ペ
ン
シ

ー
ル
を
身
に
つ
け
て
完
歩
す
る
と
ス

ポ
ン
サ
ー
か
ら
Ｐ
Ｒ
代
が
出
る
し
く

み
。
そ
の
Ｐ
Ｒ
代
は
、
県
ア
イ
バ
ン

ク
や
栃
木
盲
導
セ
ン
タ
ー
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
参
加
者
た
ち
は
４
、
５
人
の
グ
ル

ー
プ
に
な
っ
て
、
与
え
ら
れ
た
四
マ

図
を
頼
り
に
２
コ
ー
ス
（
逆
道
順
）

同
時
に
１
分
間
隔
で
元
気
に
ス
タ
ー

ト
し
、
親
抱
き
の
桧
、
金
売
り
吉
次

の
墓
、
高
尾
神
社
、
鯉
沼
九
八
部
将

の
碑
、
市
兵
衛
八
幡
な
ど
の
歴
史
四

回
之
あ
ふ
れ
る
稲
葉
の
里
を
ウ
ォ
ー

ク
し
ま
し
た
。

戦
役
者
を
忍
び
慰
霊
祭

　
　
　
　
豆
剣
士
の
奉
納
試
合
も
行
わ
れ
る

　
桜
の
花
が
は
こ
ろ
び
だ
し
た
４
月
　
　
を
感
謝
し
、
佐
藤
会
長
を
は
じ
め
佐

６
日
、
東
雲
児
童
公
園
で
慰
霊
碑
管
　
　
藤
勉
県
議
会
議
員
、
清
水
町
長
、
石

理
委
員
合
（
佐
藤
三
郎
仝
き
主
催

の
戦
役
者
合
同
慰
霊
祭
が
し
め
や
か

に
行
わ
れ
、
町
遺
族
仝
、
軍
恩
会
、

目
傷
合
な
ど
の
関
係
者
約
２
０
０
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
祖
国
の
礎

と
な
っ
て
身
命
を
奉
げ
た
７
８
０
余

し
め
や
か
に
行
わ
れ
た
慰
霊
祭
　
　
柱
の
英
霊
に
、
今
日
の
平
和
と
発
展

川
町
議
会
議
長
な
ど
の
方
々
が
追
悼

の
言
葉
を
述
べ
、
そ
の
後
、
全
員
で

菊
の
花
を
献
花
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
公
園
広
場
で
剣
道
の
奉

納
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
１
年
以
下
の
部

優
　
勝
　
五
十
嵐
信
宏
（
お
も
ち
や
）

稚
魚
ア
ユ
を
放
流

下
都
賀
漁
業
協
同
組
合
壬
生
支
部

（
鈴
木
利
一
支
部
長
）
の
第
一
回
目

　
福
和
田
橋
下
で
ア
ユ
放
流

；
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
”
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ

準
優
勝
　
高
久
　
裕
紀
（
壬
生
剣
）

◇
２
年
の
部

優
　
勝
　
野
口
　
昌
亮
（
お
も
ち
や
）

準
優
勝
　
ニ
ノ
宮
雅
宏
（
壬
生
剣
）

◇
３
年
の
部

優
　
勝
　
高
村
久
美
子
（
壬
生
剣
）

準
優
勝
　
浅
利
　
圭
介
（
お
も
ち
こ

◇
４
年
の
部

優
　
勝
　
金
田
　
建
一
　
宝
生
剣
）

準
優
勝
　
飯
島
　
純
夫
（
　
″
）

◇
５
年
の
部

優
　
勝
　
高
村
　
泰
央
（
壬
生
剣
）

準
優
勝
　
粂
川
奈
津
子
（
お
も
ち
や
）

の
ア
ュ
の
放
流
が
４
月
５
日
行
わ
れ
、

藤
井
橋
下
と
福
和
田
橋
下
の
２
か
所

に
計
２
０
０
㎏
の
稚
魚
（
１
匹
約
６

・
５
ｇ
）
が
放
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
稚
魚
は
栃
木
県
鮎
種
苗
セ
ン

タ
ー
で
育
成
し
た
形
の
い
い
も
の
で
、

同
支
部
関
係
者
が
見
守
る
中
、
ビ
ニ

ー
ル
ホ
ー
ス
で
川
へ
放
さ
れ
る
と
、

元
気
よ
く
水
中
に
消
え
て
ゆ
き
ま
し

た
。
同
支
部
で
は
引
き
続
き
放
流
を

行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
黒
川
の
ア
ュ
解
禁
は
６
月

６
日
（
姿
川
も
同
社
、
思
川
は
５
月

2
3
日
で
す
。

◇
６
年
の
部

優
　
勝
　
木
村

準
優
勝
　
佐
藤

武
司
（
壬
生
剣
）

貴
子
（
　
″
）

豆剣士による奉納試合
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さつきをプレゼント

樹木政男さん(松原)睦作業所に70本

　
睦
作
業
所
に
締
木
政
男
さ
ん
（
７
５

歳
・
七
ツ
石
松
原
）
か
ら
、
さ
つ
き

の
苗
木
７
０
本
が
寄
贈
さ
れ
、
３
月
3
1

日
、
老
人
大
学
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
５
名

の
協
力
を
得
て
、
空
地
や
道
路
際
に

さ
つ
き
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
締
木
さ
ん
は
同
作
業
所
開
設
当
時

に
も
チ
ャ
ボ
ヒ
バ
2
0
本
寄
贈
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
立
派
に
大
き
く
な

っ
た
チ
ャ
ボ
ヒ
バ
の
下
で
、
今
度
は

き
れ
い
な
さ
つ
き
の
花
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
同
作
業
所
は
こ
の
よ
う
な
善
意
の

人
た
ち
に
よ
り
環
境
が
整
備
さ
れ
、

そ
の
中
で
所
生
た
ち
も
明
る
い
気
持

ち
で
作
業
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

‐
－
‐

街
頭
指
導
を
行
う
各
役
員

楠木政男さん(右から２人目)と老大ＯＢのみなさん

　
　
　
　
一

黄
色
い
帽
子
贈
る

　
　
明
る
い
社
会
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
壬
生
支
部
会

　
明
る
い
社
会
づ
く
り
壬
生
支
部
会

　
（
田
中
義
一
支
部
長
）
は
、
新
入
学

児
童
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
で
健

や
か
に
成
長
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

黄
色
い
帽
子
（
男
子
用
２
３
６
、
女

子
用
２
６
２
）
４
９
８
個
を
町
教
育

委
員
会
を
通
じ
、
町
内
８
小
学
校
の

１
年
生
に
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
支
部
活
動
の
一
環
と

し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
学

校
関
係
者
や
父
母
の
み
な
さ
ん
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
歌

よ
も
ぎ
と
は
方
言
な
の
か
学
名
か

お
ら
が
里
で
は
餅
草
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
野
代
志
子

莉
翠
の
く
わ
い
し
魚
の
光
る
な
り

た
ぎ
つ
瀬
低
く
越
え
て
ゆ
く
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
田
良
次
郎

塵
置
場
に
大
き
な
熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み

冷
た
き
春
の
雨
に
ぬ
れ
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
ハ
ナ

渋
滞
の
碓
氷
峠
は
暮
れ
ゆ
き
て

光
り
の
帯
は
ス
づ
ら
祈
り
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

　
　
　
俳
　
句

場
所
取
れ
ば
背
に
満
開
の
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
田
　
昭
夫

う
ら
ら
か
や
間
違
い
電
話
京
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

春
愁
や
耳
鳴
り
に
耳
貸
し
て
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
セ
ン

近
道
と
畔
の
ペ
ン
ペ
ン
草
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
木
兎

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

　
　
　
　
　
　
　
町
内
２
か
所
で
街
頭
指
導
を
実
施

　
春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
４
　
　
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に
、
チ
ラ
シ

月
８
日
、
町
及
び
町
交
通
安
全
協
会
　
　
な
ど
の
啓
発
用
品
を
手
渡
し
呼
び
か

交
通
指
導
員
・
交
通
安
全
母
の
会
・
　
　
け
た
も
の
で
す
。

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
栃
　
　
　
ま
た
、
運
動
期
間
中
正
し
い
交
通

水
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
壬
生
バ
　
　
安
全
ル
ー
ル
の
実
践
を
進
め
る
た
め
、

イ
パ
ス
と
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
ジ
ャ
ス
　
　
壬
生
幹
部
派
出
所
前
と
お
も
ち
ゃ
の

三
回
に
お
い
て
交
通
安
全
の
街
頭
指
　
　
ま
ち
派
出
所
前
に
「
交
通
指
導
セ
ン

導
を
行
な
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
」
を
設
置
し
、
交
通
指
導
員
や

　
こ
れ
は
、
新
入
学
期
を
迎
え
、
子
　
　
町
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
関
係
団
体

ど
も
の
交
通
事
故
防
止
と
シ
ー
ト
ベ
　
　
が
立
哨
を
行
な
い
、
交
通
安
全
運
動

ル
ト
の
正
し
い
着
用
を
、
道
行
く
ド
　
　
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
新
入
学
（
園
）
児
は
、
交
通
社
会
人

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
５
分

前
出
発
な
ど
ゆ
と
り
あ
る
行
動
を
身

に
っ
け
さ
せ
、
家
庭
で
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
常
に
予
定
時
間

の
５
分
前
出
発
と
ゆ
と
り
あ
る
運
転

を
心
が
け
、
同
乗
者
に
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
交

差
点
事
故
の
多
く
は
信
号
無
視
、
危

な
右
析
に
よ
る
衡
突
事
故
な
の
で
、

甘
マ
機
の
表
示
に
は
従
い
ま
し
ょ
う
。
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〈
　
　
　

゜
゛
…
… …

…
　

２
．
い
パ
ド
レ

゛
…
…

芹
洋
子
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
果
じ

ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

　
　
　
‘
鯉
四
　
　
　
　
　
　
　
　
７
．
・
゛
。
、
、
し
一
］
｀
゛
。
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
卸
分
　
開
演
　
　
　
ヘ

ー

　
　
゛
゛
七
　
肘
　
一
皿
『
　
　
レ
ー
＾
…
…
　
…
…
み

‥
‥
‥
‥
・
、
一
゛
゛
゛
｀
　
　
◇
と
こ
ろ
　
壬
生
中
央
公
民
館
　
　
　
」

一
Ｊ

」
　
　
壬
生
町
少
年
少
女
合
唱
団
賛
助
出
演

　
　
ぬ
回
　
゛
゛
　
　
』
一
　
犬
　
　
　
　
　
　
　
端
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
ホ
ー
レ
　
Ｚ
４
４
Ｊ
　
゛
こ
｀
爪
回
白
ｊ
＾
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
’
゛
゛
‘
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
゜
　
゛
゛
　
　
　
　
″

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ
　
ノ
　
　
の
｝
　
｀
　
コ
宍
＾
｀
几
呂
ｙ
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
几
宍
］
氾
応
ぶ
回
で
回
万
ヅ
゛
｀
｀

　
　
　
　
　
い
ｙ
』

…
…
゛
Ｌ
…
…
…
…

皿
…
…

…
　
◇
入
場
料
１
｀
５
°
ｏ
円
　
　
　
館

｝
　
」
…
…
」
…

…
…
｝
一 ・
｝
一
］
一
一
　
　
　
ｓ
　

Ｌ
七
仁
Ｊ
｝
・
゜
一

自治会連合会役員改選
　自治会相互の円滑な運営と連帯感あふれる住み良

い環境づくり・住民福祉の増進に寄与することを目

的に、町内80自治会の自治会長による壬生町自治会

連合会が組織・運営されています。

　４月28日、壬生中央公民館で行われた総会におい

て、次の方々が選出されました。任期は２年です。

自治会連合会新役員（★は新任）

節叛節慾言殯鍍 聯灘願⑧尚
会　　　長 石　川　昭　三 東　　原

副会長 鈴　木　金　夫 仲　通　町

ﾉﾉ 鈴　木　秋　男 安塚中央

理　　　事 ★早乙女　　　実 中　表　町

刀 須　釜　勝　知 東下台
刀 島　根　定　代 上　通　町
刀つ……こ,.゛､’ 海老沼　　　昇 前　宿　坪
刀　　　Ｔ ★鈴　木　泰　男 原　　　坪
ﾉﾉ ★大　森　　　保 松　　　原
刀 ★川　津　正　夫 助　　　谷
ﾉﾉ ★高　山　　　－ 国　谷　二

刀 渡　辺　　　浩 若　　　草

監　　　事 杉　岡　照　夫 三　好　町

刀二　　二 ★山　中　一　男 安　塚　コ

会　　　計 海老沼　　　昇 前　宿　坪

｀ W

ご
寄
付
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

金
１
万
円
　
　
　
　
匿
　
名
　
様

金
５
千
円
（
８
回
）
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

　
ト
栃
木
県
第
1
8
団
様

金
３
千
１
６
９
円
　
匿
　
名
　
様

金
９
９
１
円
　
　
　
匿
　
名
　
様

金
1
0
万
円
　
濁
協
医
科
大
学
病
院
看

　
護
部
ほ
か
様

金
２
万
１
千
１
０
５
円
（
６
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
歌
謡
今
様

金
５
浪
円
　
㈱
バ
ン
ダ
イ
栃
木
工
場

　
金
型
部
一
同
様

金
1
0
万
円
　
　
　
　
巾
川
　
英
子
様

金
1
0
万
円
（
７
回

　
　
　
Ｆ
生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

金
１
０
万
円
（
９
回
）

　
　
　
珊
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

　
　
　
　
　
｝

●
と
　
き
　
９
月
１
１
目
（
古

　
　
　
　
　
午
後
６
吽
　
　
　
開
場

　
　
　
　
　
午
後
６
時
３
０
分
　
開
演

●
と
こ
ろ
　
壬
生
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　
１
、
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
自
由
言

　
※
入
場
券
は
６
月
1
8
目
（
金
）
よ
り

　
壬
生
中
央
公
民
館
、
稲
葉
、
南
犬

　
飼
両
出
張
所
で
取
り
扱
い
ま
す
。

●
主
　
催
　
財
団
法
人
壬
生
町
施
設

　
　
　
　
　
振
興
公
社

●
後
　
援
　
壬
生
町
教
育
委
員
会

　
　
レ
⑤
訃
且
示
言
心
言
言
千
七
…
…
…
…
…
一

●
町
県
民
税

　
　
　
　
（
１
期
及
び
全
納
）

●
国
民
年
金
　
　
（
３
期
）

　
　
　
（
納
期
限
６
月
3
0
日
）

納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓
口

　
が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

　
早
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

ｉ
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